
 

 

全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 西久保グループ       

産業目線 

【活動項目】  ④産業道路環境 【活動テーマ】  田原臨海工業地域周辺道路の渋滞解消 

到達目標 
・ 浜松三ケ日・豊橋道路の早期実現（ルート案１＝西側ルート：田原市要望案の実現） 
・ 市道下畑波瀬線の早期開通 
・ 国道２５９号渋滞解消 

前回まで 

活動状況 

・ 浜松三ケ日・豊橋道路のルート案について各種団体・組織にアンケート依頼→65 件提出 
・ 国道２５９号および下畑波瀬線の工事状況等進捗確認と今後の整備計画の確認 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

  ◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

○会派による「令和３年度市政運営要望書」にて交通基盤整備として 
 道路環境整備について市政要望を提出 
【具体的な主な要望事項】 
イ）国道２５９号線（老津紙田川〜豊島根田橋）を早期整備 
  〜国道２５９号線は田原市にとって最重要の幹線道路にも関わ 
   らず、豊橋市・田原市の市境は一部歩道も整備されていないな 
   ど整備が遅れている。更に朝夕は交通渋滞も激しく田原臨海工 
   業地域や豊橋明海地区への通勤者からの不満の声が多く早急 
   な改善が必要。 
ロ）浜松三ケ日・豊橋道路の早期実現 
  〜田原市から高速へのアクセスは１時間位要し、田原市臨海工業 
   地域の物流に大きな負担となっている。早期実現のため臨海地 
   区従業員の意見集約にも協力の旨伝え、協働で実現を目指す。 
ハ）市内主要幹線道路整備の促進 
  〜下畑波瀬線改良以降の臨海地区周辺道路の整備を要望。 
○三猿南信道・浜松三ケ日・豊橋道路建設促進議員協議会総会参画 
  〜コロナ禍の折、書面会議での参画 
○市内幹線道路（臨海工業地域への通勤経路）整備に関する予算要求 
 状況の確認 
  〜会派要望を踏まえた担当部局の予算要求方針について懇談形 
   式で状況を確認 
 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今後の活動 

 

・ 浜松三ケ日・豊橋道路について西ルート（ルート案１）実現に向けて関係各所への働きかけを継続する。 
・ 国道を含めた県管理道路、市内幹線道について予算委員会や代表質問等で状況の確認と継続した要望活動。 

 

報告回 
＃２政治センター幹事会 

（１月度） 

＃３政治センター幹事会 

（５月度） 

＃４政治センター幹事会 

（８月度） 

田原市 所属議員 赤尾昌昭 平松昭徳 

今回の進捗 

【 ○ 】 

［会派市政運営要望書］ 
  10 月 17 日提出 
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全トヨタ労連 ２９期（後）統一テーマ 経過報告シート 西久保グループ       

組合員目線 

【活動項目】  ④防災 【活動テーマ】  南海トラフ地震に備えた防災活動 

到達目標 

・津波避難困難地区の津波避難施設の早期実現 
・安全な避難路・避難経路の確保 

・コロナ禍による避難所の運営等の見直しを進め避難所運営の確立 

前回まで 

活動状況 

・29 期後半期からの新たな取り組みだが、会派として市政運営要望書、委員会等の場では、「防災対策の充実」を図るため、高潮
及び津波防災地域づくりの推進、防災・減災地域づくりの推進を掲げ、課題の指摘や様々な要望等を実施してきたが、まだまだ、
多くの課題が残されている状況である。 

 

 

今回 

具体的活動 

 

 

◎…予定前倒し 

〇…予定通り 

△…遅れあり 

〇避難困難地区の津波避難施設 
・小中山地区で津波避難施設（５か所）の整備の進捗状況 
津波避難施設の実施設計（４か所）、津波避難施設の整備（2か所）を進めている。整
備については、工事の施行内容の追加、部材の仕様等の確認作業に時間を要したため
実施設計が遅れ予定以上の工期が必要となり、完成は令和 3年度中旬の予定。 

 
〇安全な避難路・避難経路の確保 
・現在、津波等発生時、避難対象区域の自治会では、「地区別の地震・津波避難マップ」

が作成され展開されているが、避難路には狭隘道路や老朽化した家屋や耐震化してい
ない建築物等があり、地震発生時に建物の倒壊や倒木等により通行できないおそれが
あるため、各自治会と協力し経路見直しを含めた整備や対策等を引き続き要望。 

・市内全域での道標プロジェクトによる避難路整備の促進をするため整備状況の調査、
課題の把握。 

 
〇コロナ禍による避難所の運営等の見直しを進め、避難所運営の確立 
・「避難所における新型コロナウイルス感染症対応マニュアル」が作成され市民への展
開が始まる。 

 内容は、事前対策（避難所の分散化、マニュアルの市民周知、スペース確保、必要物
品の確保）と初動期の対応（避難所運営事業者の健康状態の確認、スペースの設置、
避難所運営の留意点）が明確に記載されている。このマニュアルが、すみやかに市民
に対して周知徹底されるように要望していく。 

【図や活動の様子が分かる写真など】 

今後の活動 

・避難困難地区の津波避難施設の建設の進捗状況について随時確認を進め、課題等については解消を要望していく。 
・議会が行っている市民との意見交換の場で、意見交換をおこない、出された課題については、対応案等を含め当局に提案をして

いく。 

 

報告回 
＃２政治センター幹事会 

（１月度） 

＃３政治センター幹事会 

（５月度） 

＃４政治センター幹事会 

（８月度） 

田原市 所属議員 赤尾昌昭 平松昭徳 

今回の進捗 

【 〇 】 

［避難施設の建設現場］ 

［老朽化の家屋］ 

［道標プロジェクト］ ［在宅避難］ 

［避難所］ 
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